
大
野

城
市

の
文

化
財

　
第

5
5

集

発
行

:
大
野
城
市

と
牛

頸
用

水
路

溜
井

之
碑

う
し

　
く

び
　

よ
う

　
す

い
　

　
ろ

た
め

　
　
い

　
　

の
　

　
ひ

お
お

　の
じ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　き
た

　だ
　
い

　ぜ
き
　
　
　
　
か
み
お
お

　り
　
　
　
み

　か
ね
い
け
　
　

　へ
　
　
　
か
す
が
　
　
　
　
い
け
の

か
し
ら
い
け

　
大
野
城
市
に
は
、
牛
頸
の
北
田
井
堰
か
ら
上
大
利
の
三
兼
池
を
経
て
春
日
市
の
池

頭
池
ま
で
４
か
所
の
ト
ン
ネ
ル
(全

長
約
1.8㎞

)を
含
む
、
全
長
約
2.8㎞

の
用
水
路

が
あ
り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
白
木
原
村
・
上
大
利
村
・
春
日
村
の
人
々
の
多
く
は
農
民
で
、
仕
事

の
中
心
は
米
作
り
で
し
た
。
人
々
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た
米
を
税
金
と
し
て
藩
に
納

め
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
白
木
原
村
・
上
大
利
村
・
春
日
村
の
近
く
を
流
れ
る
川
は
田
畑
よ
り
低

い
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
田
畑
に
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
飢
え
死
に
す
る
人
が
出
る
ほ
ど
生
活
が
困
難
で
、
米
が
十
分
に
収
穫

で
き
な
い
た
め
、
税
を
払
う
の
に
非
常
に
苦
労
し
ま
し
た
。

川
か
ら
田
畑
ま
で
の
高
さ
の
違
い

１
ⅿ
～
２
ⅿ

１
５
ⅿ
～
２
０
ⅿ

水
が

引
け

な
い

の
で

稲
が

育
た

な
い

！

川川

え
　
ど
　
　
　
　
　
　

　し
ら

　
き

　ば
る

ぜ
い
き
ん
　
　
　
　
　
　
は
ん
　
　
お
さ

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　こ
ん
な
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　し
ゅ
う
か
く

は
ら
　
　
　
　
　
　

　ひ
じ
ょ
う
　
　

く
　ろ

う

0
1
：

牛
頸

用
水

路
と

は
？

0
2

：
牛

頸
用

水
路

は
な

ぜ
つ

く
ら

れ
た

の
か

牛
頸

村

白
木
原
村
・
上
大
利
村
・
春
日
村

　
1845年

頃
(弘

化
年
間
1844～

1848)に
御
笠
郡
の
大
庄
屋
高
原
美
徳
と
白
木
原
村
の

庄
屋
森
山
庄
平
が
掘
削
を
開
始
し
、
牛
頸
の
北
田
井
堰
か
ら
日
の
浦
池
ま
で
用
水
路
を

掘
り
ま
し
た
。途

中
、藩

の
改
革
に
よ
り
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、明

治
10年

(1877)1月
に

森
山
庄
平
の
息
子
で
あ
る
森
山
庄
太
に
よ
っ
て
工
事
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
30年

く
ら
い
前
に
掘
っ
て
い
た
北
田
井
堰
か
ら
日
の
浦
池
ま
で
の
用
水
路
の

泥
を
取
り
除
き
ま
し
た
。
牛
頸
の
北
田
井
堰
か
ら
上
大
利
の
三
兼
池
ま
で
の
高
低
差
は

6ⅿ
で
、
池
と
池
を
ト
ン
ネ
ル
や
溝
で
つ
な
ぎ
、
わ
ず
か
な
高
低
差
を
利
用
し
て
水
を

三
兼
池
へ
と
流
し
ま
し
た
。

0
3

：
牛

頸
用

水
路

を
作

っ
た

人
々

ご
ろ
　
こ
う

　か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　み
　か

さ
ぐ
ん
　

　
お
お
じ
ょ
う
や
た
か
は
ら
よ
し
の
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
り
や
ま
し
ょ
う
へ
い
　
く
っ
さ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ひ
　
　

　う
ら
い
け

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ち
ゅ
う

　は
ん
　
　
か
い
か
く
　
　
　
　
　

　ち
ゅ
う
だ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
め
い

　じ

し
ょ
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　さ
い
か
い

ど
ろ
　
　
　
　
　

　
の
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ぞ

牛
頸

用
水

路
が

で
き

る
ま

で

1845
年
頃

1845年

1875年
頃

1877年
 1月

1877年
 2月

　
　
　
 4月

1894年
 7月

4日

1895年
 3月

1897年
 9月

森
山
庄
太
の
父
で
あ
る
白
木
原
村
の
庄
屋
森
山
庄
平
と
御
笠
郡
の

大
庄
屋
高
原
美
徳
が
牛
頸
用
水
路
を
掘
り
始
め
る
。

倹
約
令
で
中
止
す
る
。

森
山
庄
太
は
村
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
用
水
路
作
り
の
計
画
を
立
て

何
度
も
県
に
お
願
い
に
行
く
。

県
か
ら
工
事
の
許
可
が
出
る
。

用
水
路
を
通
る
村
と
話
し
合
い
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
、
水
米
を
支

払
う
こ
と
で
許
可
を
得
た
。

用
水
路
の
工
事
を
開
始
す
る
。

用
水
路
完
成
。

森
山
庄
太
が
亡
く
な
る
。

三
兼
用
水
路
の
記
念
碑
建
立

森
山
庄
太
の
墓
碑
建
立

森
山

庄
太

肖
像

画

け
ん
や
く
れ
い

牛
頸

用
水

路
周

辺
の

文
化

財

平
野
神
社
は
大
野
城
市
内
で
最
も
古
い
神
社
で
す
。

伝
承
で
は
正
暦
年
間

(9
90
～
99
5)

に
創
建
さ
れ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

西
鉄
下
大
利
駅
か
ら
、
西
鉄
バ
ス

21
番
［
月
の
浦

営
業
所
行
］
に
乗
車
「
牛
頸
」
下
車
徒
歩

3
分
。

平
野

神
社

ひ
ら

　
　
の

牛
頸
に
残
る

伝
説
「
天
狗
の
鞍
掛
け
の
松
」
を
も

と
に
、
平
野

小
学
校
の
発
案
で
、
記
念
碑
を
建
て

4
代
目
の
松

を
植
え
て
い
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス

】

西
鉄
下
大
利

駅
か
ら
、
西
鉄
バ
ス

22
番
［
西
鉄
二

日
市
駅
行
］
に
乗
車
「
南
ヶ
丘
一
丁
目
」
下
車
徒

歩
8
分
。

天
狗

の
鞍

掛
け

の
松

て
ん

　
　
ぐ

　
　

　
　

　

く
ら

　
　
か

上
大
利

5
丁
目
の
三
兼
池
公
園
内
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
史
跡
牛
頸
須
恵
器
窯
跡
の
一
部
に
あ

た
り
、
6
世
紀
末
か
ら

7
世
紀
初
め
に
須
恵
器
を

焼
い
た
窯
跡
で
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

西
鉄
下
大
利
駅
か
ら
、
西
鉄
バ
ス

21
番
［
月
の
浦

営
業
所
行
］
に
乗
車
「
日
の
浦
」
下
車
徒
歩

10
分
。

梅
頭

窯
跡

う
め

 が
し

ら

　
上
大
利
の
三
兼
池
に
建
つ
石
碑
で
す
。
発
起
人
の
森
山
庄
太
の
こ
と
や
、
牛
頸
用

水
路
の
工
事
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
牛
頸
用
水
路
の
工
事
費
は
210円

(現
在
の
お
金
に
換
算
す
る
と
500万

円
以
上
)か

か
り
、
そ
の
約
半
分
で
あ
る
110円

(現
在
の
お
金
で
260万

円
以
上
)を

森
山
庄
太
が
、

残
り
を
白
木
原
村
と
春
日
村
が
各

40
円

(
現
在
の
お
金
で

96
万
円
以
上

)
上
大
利
村

が
20

円
(
現
在
の
お
金
で

48
万
円
以
上

)
負
担
し
た
こ
と
、
ま
た

3
つ
の
村
と
周
辺
の

村
々

の
人

々
を

合
わ

せ
て
、
の

べ
1
万

5
千

人
の

人
々

が
こ

の
用

水
路

の
工

事
に

関

わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
用
水
路
の
完
成
を
見
る

こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
森
山
庄
太
の
偉
業
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
の
石

碑
を
明
治
28年

(1895)3月
に
建
立
し
た
こ
と
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

0
6

：
溜

井
之

碑
と

は
？

せ
き

　ひ
　
　
　
　
　
　

　ほ
っ

　き
　に

ん

き
ざ

か
ん
さ
ん

ふ
　た

ん

い
ぎ
ょ
う
　

　わ
す

こ
ん
り
ゅ
う

P
O
I
N
T

溜
井
之
碑
の
あ
る
三
兼
池
の
貯
水
可

能
量
は

9
万

6
千
ト
ン

(
小
学
校
の

プ
ー
ル
の

23
万
倍

)
だ
っ
た
と
言
わ

れ
て
ま
す
。

ま
た
水
は
牛
頸
村
と
協
議
し
、
農
閑

期
の

11
月
か
ら

3
月
の
間
に
取
水
さ

れ
、
三
兼
池
や
途
中
の
池
に
た
め
ま

し
た
。

そ
し
て
、
牛
頸
村
に
は
「
水
米
」
と

い
う
通
水
料
を
支
払
っ
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ

　す
い

　か

の
う

の
う
か
ん

き

と
ち
ゅ
う

み
ず
ま
い

つ
う
す
い
り
ょ
う

溜
井
之
碑

牛
頸
用
水
路
の
出

発
点
で
す
。

牛
頸
川
の
流
れ
を

せ
き
止
め
て
、
用
水

路
へ
水
を
流
し
て

い
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

西
鉄
下
大
利
駅
か

ら
、
西
鉄
バ
ス

23
番

［
月
の
浦
営
業
所
行
］
に
乗
車
「
平
野

中
学
校
」
下
車
、

徒
歩

2
分
。

JR
大
野
城
駅
下
車
、西

鉄
バ
ス

20
番［

月

の
浦
営
業
所
行
］
に
乗
車
「
平
野
ハ
イ

ツ
入
口
」
下
車
、

徒
歩

9
分
。

北
田

井
堰

大
野
城
市
南
大
利
２
丁
目
、
県
道

31

号
線
沿
い
に
あ
る
池
で
す
。

池
の
近
く
に
は
「
日
の
浦
池
公
園
」
が

あ
り
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

西
鉄
下
大
利
駅
下
車
、
西
鉄
バ
ス

22
番

［
西
鉄
二
日
市
駅
行
］
に
乗
車
「
小
水
城

」

下
車
、
徒
歩

3
分
。

JR
大
野
城
駅
か
ら
、西

鉄
バ
ス

20
番［

月

の
浦
営
業
所
行
］
に
乗
車
「
小
水
城
」

下
車
、
徒
歩

3
分
。

日
の

浦
池

イ
ガ
イ
ム
タ
と
は

、
い
草
の
繁
っ
た
湿

地
の
意
味
が
あ
る

よ
う
で
す
。
牟
田
は

湿
地
ま
た
は
泥
沼

な
ど
の
意
味
で
す
。

イ
ガ
イ
ム
タ
池
に

は
「
底
な
し
沼
の
人

柱
」
の
伝
説
が
あ

り
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

西
鉄
下
大
利
駅
か

ら
、
西
鉄
バ
ス

21
番

［
平
野
ハ
イ
ツ
］
に
乗
車
「
大
野
南
小

学
校
前
」
下
車
、

徒
歩

9
分
。

イ
ガ

イ
ム

タ
池

牛
頸
用
水
路
が
通
る
池
の
中
で

1
番
大

き
な
池
で
、
ほ
と
り
に
は
「
溜
井
之
碑
」

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
池
の
近

く
に
「
三
兼
池
公
園
」
が
あ
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
遊
歩
道
、
牛
頸
須
恵
器
窯
跡

の
一
つ
で
あ
る
梅
頭
窯
跡
の
覆
屋
が
あ

り
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

西
鉄
下
大
利
駅
か
ら
、
西
鉄
バ
ス

22
番

［
西
鉄
二
日
市
駅
行
］
に
乗
車
「
日
の
浦
」

下
車
、
徒
歩

4
分
。

三
兼

池

　
用
水
路
を
作
る
た
め
に
は
、
水
が
自
然
と
高
い
場
所
か
ら
低
い
場
所
へ
流
れ
る
よ

う
に
高
低
差
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
夜
に
提
灯
の
明
か
り
を
頼

り
に
土
地
の
高
低
差
を
測
り
、
用
水
路
の
位
置
を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
用
水
路
は
池
と
池
を
結
ぶ
た
め
に
4か

所
で
ト
ン
ネ
ル
が
掘
ら
れ
て
い
ま

す
。
ト
ン
ネ
ル
は
「
た
ぬ
き
ぼ
り
」
と
い
う
、
人
が
中
に
入
り
、
掘
っ
た
土
を
外
へ

か
き
出
す
方
法
で
掘
ら
れ
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
高
さ
は
お
よ
そ
130㎝

で
す
。
当
時
の
大
人
の
平
均
身
長
は
男
性
が

155㎝
、
女
性
が
145㎝

と
さ
れ
て
お
り
、
し
ゃ
が
ん
で
作
業
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良

い
高
さ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
よ
う
に
大
型
の
機
械
な
ど
は
無
か
っ
た
た
め
、
工
事
は
人
力
で
行
い
ま
し

た
。
土
を
掘
る
の
に
は
「
く
わ
」
や
「
す
き
」
と
い
う
土
を
掘
り
起
こ
す
農
具
を
使

い
、
土
や
石
を
運
ぶ
の
に
は
「
も
っ
こ
」
と
い
う
縄
や
竹
、
蔓
を
編
ん
で
作
ら
れ
た

運
搬
用
具
を
使
い
ま
し
た
。

0
4

：
牛

頸
用

水
路

の
工

事

0
5

：
牛

頸
用

水
路

の
工

事
に

使
わ

れ
た

道
具

ち
ょ
う
ち
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た
よ

は
か

つ
る
　
　

　あ

う
ん
ぱ
ん

も
っ
こ

く
わ

す
き



つつじケ丘公民館つつじケ丘公民館
平野台公民館平野台公民館

牛頸公民館牛頸公民館

南ケ丘２区公民館南ケ丘２区公民館

南コミュニティ
センター

南コミュニティ
センター

南ケ丘１区公民館南ケ丘１区公民館

上大利公民館上大利公民館

北田井堰

猫池

イガイムタ池

仙頭ケ浦池 (中 )

仙頭ケ浦池 (上 )

仙頭ケ浦池 (下 )

日の浦池

三兼池

池頭池

牛
頸
川

牛
頸
川

牛
頸
川

牛
頸
川

天狗の鞍掛けの松

溜井の碑

梅頭窯跡

大野南小学校大野南小学校

平野中学校平野中学校

平野小学校平野小学校

大利小学校大利小学校

平野神社

つつじケ丘近隣公園つつじケ丘近隣公園

つつじケ丘遊戯公園つつじケ丘遊戯公園

つつじケ丘さくら公園つつじケ丘さくら公園

つつじケ丘実のなる公園つつじケ丘実のなる公園

道の下公園道の下公園

宮野台南公園宮野台南公園

平野台さくら公園平野台さくら公園

宮野台中央公園宮野台中央公園

宮野台東公園宮野台東公園宮野台西公園宮野台西公園

日の出公園日の出公園

つつじケ丘南いこい公園つつじケ丘南いこい公園

つつじケ丘北いこい公園つつじケ丘北いこい公園

緑ケ丘児童公園緑ケ丘児童公園

南ケ丘中央公園南ケ丘中央公園

桜公園桜公園

横峰公園横峰公園

平野公園平野公園

塚原公園塚原公園

イガイムタ公園イガイムタ公園

上大利紫公園上大利紫公園 明紫公園明紫公園

紫池公園紫池公園

緑ケ丘川辺桜公園緑ケ丘川辺桜公園
大浦池公園大浦池公園

眺が丘公園眺が丘公園

旭ケ丘公園旭ケ丘公園

野添公園野添公園

大浦公園大浦公園

青山公園青山公園

出口公園出口公園

横堤公園横堤公園

水城ゆめ広場水城ゆめ広場

小水城ゆめあかり広場小水城ゆめあかり広場

倉石公園倉石公園

日の浦公園日の浦公園

日の浦池公園日の浦池公園

三兼池公園(ちびっこ広場側)三兼池公園(ちびっこ広場側)

三兼池公園(多目的広場側)三兼池公園(多目的広場側)

下大利矢倉２号公園下大利矢倉２号公園

下大利矢倉１号公園下大利矢倉１号公園

下大利くすのき公園下大利くすのき公園

宮地嶽神社宮地嶽神社

薬師の杜薬師の杜

卍

上大利老松神社上大利老松神社

下大利老松神社下大利老松神社

上大利薬師寺社上大利薬師寺社

卍

下大利公民館下大利公民館

胴ノ元古墳公園胴ノ元古墳公園

畑ケ坂南公園畑ケ坂南公園

平野台ふれあい公園平野台ふれあい公園

凡 例

あずまや (簡易休憩所 )

駐車場

トイレ

北田井堰から三兼池まで

16 分

13 分

10 分

3 分

5 分

1100ⅿ

950ⅿ

700ⅿ

200ⅿ

300ⅿ

北田井堰

猫池

イガイムタ池

仙頭ケ浦池

日の浦池

三兼池

▶ 総延長：約 3.25 ㎞

▶ 所要時間：約 47 分

※歩行速度 4.6 ㎞ /ｈの場合
※見学時間などは含まれません

猫池があった場所は埋め

立てられ、猫池を通るルー

トは変更されています。

猫池があった場所

当時の牛頸
用水路のルート

牛頸用水路ガイドマップ

おすすめの散策ルート

牛頸用水路 (推定 )

当時の池の大きさ
(昭和 31 年溜池位置図をもとに作成 )

JR 鹿児島本線

市境

春日市春日市

太宰府市太宰府市


